
 

 

 

 

 

  

 
ヘルパンギーナ 

症  状 ３９℃をこえる高熱。 

のどに水疱や潰瘍ができ、痛みが特徴。 

ヘルパンギーナの可能性がある様子 

・唾液を飲み込むと痛いためよだれが多くなる 

・痛みで不機嫌になる 

・ミルクや母乳を飲むことを嫌がる 

・食べ物や飲み物を嫌がる 

感染経路 飛まつ感染 経口および接触感染 

症状を確認したら、医師の診察を受ける、日頃から感染経路に気をつけるなど、

保護者の正しい理解と対応が感染を広げないためにとても大切です。 

これらの感染症は何度もかかることがあります。（大人もかかります。） 

手足口病 

症  状 手のひらや、足の裏、口の中に小さな水疱や平らな楕円形の 

赤い発疹ができ、まれに発熱を伴うこともある。 

感染経路 飛まつ感染 経口及び接触感染 

咽頭結膜熱（プール熱） 

症  状 初期症状に高熱とのどの痛みがあり、目のかゆみ、痛み、 

充血などの結膜炎のような症状が出るのが特徴。 

感染経路 飛まつ感染 接触感染 

予防しましょう 

感染経路から考えて、乳幼児の集団生活において感染を完全に防ぎきる 

ことは困難です。あくまで夏風邪の一種ですので、正しい知識を持ち 

「予防はするけれど感染しても仕方ない」という意識で、 

あまり神経質にならずおおらかでいることも必要です。 

・手洗い ・バランスの取れた食事 ・早寝、早起き、お昼寝 

・おむつの処理では、衛生面に気を配る ・タオルの共有はしない 

★これらの感染症になると、食事や水分がとりにくくなり、 

脱水症状をおこすことがあります。 

水分補給に努め、刺激の少ない食事を工夫しましょう。 

８月の夏休みのお知らせを致します。 

８／２０（日）～ ８／２７（日）です。 

少し長いお休みになりますのでご注意下さい。 
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～こちらでは服薬法のこつを毎回紹介します～ 

薬はたくさんの水（水分）で服用する。 

散剤を体の中に十分に吸収させるためには、約１８０ｍｌの量が必要です。 

少量の水で服薬した場合、くすりの吸収が遅れたり、胃や食道粘膜が刺激を

受けることがあります。 

< 夏に気を付ける３大感染症について > 

コラム 

この度、ぽっぽ通信をはじめることになりました。年４回刊行予定です。 

とりあげてほしい内容、健康相談に関する疑問はお問合わせ下さい。 

Ｔ Ｅ Ｌ ：０２７-３８８－８９９１ 

Ｅ－ｍａｉｌ：poppo＠ando－pharmacy.com 


